放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 (平成 28 年 度 継 続 調査 ) の 評価 に つい て 
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1 全体 評価 に つい て 前 回 の 評価 (「 尿 中 の 放射 | 今年 度 の 調査 結果 は 8 人 | すでに 平成 25 年 以降 27 | 平成 24 年 度 以降 5 年 連続 「 尿 中 の 放射 性 セン ウム | 放射 性 セン ウム に よる 健 | 前 回 と 同じ 評価 で よろ し 
性 セシウム の 量 は 減少 し て | 全員 の 調査 協力 者 で 預託 実 | 年 まで の 調査 に お いて 放射 | し て 調査 対象 者 全員 の 預託 | の 量 は 検出 限界 以下 ある い | 康 影響 は 無視 で きる レベル | いと 考え ます 。 

お り 、 預託 実効 線量 も 効 線量 0.01mSv 未満 で あ 性 セシウム の 体内 量 お よび | 実効 線量 が 0.01mSv 未満 で | は 検出 限界 を わずか に 超え | と 考え ます 。 
0.01mSv 未満 で ある こと か | り 、 同 一 調査 協力 者 の 平成 | それ に よる 実効 線量 が 極め | ある こと か ら 、 内 部 被 蝶 の | る 程度 で あり 、 預 託 実 効 線 
ら 、 放 射 性 セン ウム に よる 25 年 か ら 27 年 の 字 旗 実効 て 低い レベ ル で ある こと が | 健康 影響 は 極め て 小さ いも | 量 も 0.01m S v 未 満 で ある 















































































































































































































































































































































健康 影響 は 極め て 小さ いと | 線量 も 0.01mSv で あっ た こ | 示さ れ て いる が 、28 年 継続 | の と 考え られ ます 。 こと か ら 、 放 射 性 セン ウム 
考え られ る 。」) か ら , 特に | と か ら 、 放 射 性 セン ウム に | 調査 に お いて も この 事実 が に よる 健康 影響 は 極め て 小 
変更 ・ 加 筆 す べき 点 は ご ざ | よる 健康 影響 は きわ め て 小 | 確認 で きた 。 放射性 セン ウ さい と 考え られ る 。」 
いま せん 。 さ いと 考え られ ます 。 ム に よる 健康 影響 は 極め て 

小さ いと いえ る 。 


























2 県 (行政 ) に 対す る 助 | これ まで の デー タ を 考慮 | 昨年 と 同様 の 理由 で 今 入 放射 性 セシウム の 尿 中 レ | ほとん どの 調査 対象 者 の | 放射 性 セシウム の 内 部 邊 | 終了 し て 良い の で は な い | 調査 の 必要 は な いと 考え 







































































言 に つい て する と , 今後 の 調査 は 必要 | の 調査 は 必要 な いと 考え ま | ベル お よび その 値 か ら 導 か | 放射 性 セシウム が 不 検出 で | ば くに よる 健康 影響 は 極め | か と 考え ます 。 ます 。 
①) 今後 の 調査 方 法 な いと 考え ます 。 す 。 れる 実効 線量 が 極め て 低い | ある こと に 加え 、 調 査 希望 | て 小さ い レ ベル で あり 、 ま 
レベ ル で ある こと な ら び に | 者 か 少な いこ と か ら 、 本 調 | た 、 参 加 者 も 少な く な っ て 




















その レベ ル で 安定 し て いる | 査 を 継続 する 必要 は な いも | いる 現状 か ら 、 組 織 的 な 調 




















































































































































































































































































































































































































こと か ら 、 今後 は 調査 を 継 | の と 考え ます 。 査 は 終了 し て 良い と 考え ま 
続 す る 必要 は な いと 考え ま す 。 
(おら 
(②) 甲状腺 超 音 波 検査 甲状腺 超 音 波 検査 は 不要 | 調査 の 必要 は な いと 考え | 甲状腺 の モニ タリ ング は | 本 県 児童 の 甲状腺 被 蝶 線 | 本 県 の 子ども の 放射 性 ヨ | 線量 的 に みて 不要 だ と 考 | 必要 な いと 考え ます が 、 
と 考え ます 。 ます 。 な され て いな い が 放 射 性 セ | 量 は 極め て 少な か っ た と 推 | ウ 素 に よる 内 部 被ばく は 極 | えま す 。 不安 が 強く 、 検 査 を 希望 さ 
シウム に よる 線量 レベ ル 等 | 定 さ れる こと か ら 、 検 査 の | め て 小さ いと 推定 され る こ れる 方 は 、 受 診 で きる 配慮 
か ら 甲 状 腺 線量 は 小さ いと | 必要 は な いも の と 考え ま | と か ら 、 甲 状 腺 超 音 波 検査 が 必要 と 考え ます 。 
推定 され る こと か ら 、 甲 状 | す 。 の 必要 は な いと 考え ます 。 
腺 超 音波 検査 は 必要 な いと な お 、 引 き 続 き 福島 県 で の 
考え ます 。 検査 結果 の 動向 を 注視 し 、 
甲状腺 検査 の 希望 者 に は 援 















































助 等 の 配慮 が 必要 と 考え ま 

































































































































































す 。 
(3) その 他 昌 島 県 の 県 民 健康 調査 な | 昨年 と 同様 で す が 、 県 と | 放射 線 内 部 被ばく に 対す | 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 
ど , 今後 も 情報 提供 を お 願 | し て が ん 発症 癌 録 の 惹 皆 性 | る 特段 の 配慮 は 必要 な く 、 
い 致し ます 。 に 努力 し て いた だ きた いと | 一 般 的 な 保健 医療 レベ ル の 
思い ます 。 向上 と その た め の 意 識 向上 


に 向け た 努力 が 望ま れ ま 
す 。 (昨年 と 同じ ) 
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3 県 民 に 対す る 助言 に | 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 放射 線 被ばく 防護 を 念頭 | 野生 鳥獣 肉 は 今 で も 放射 | 昨年 度 ま で の 指摘 事項 に | 流通 し て いる も の は まっ | 特に あり ませ ん 。 
つい て に 置い た 特段 の 措置 は 不 必 | 性 セシウム 濃度 が 高い 場合 | 付け 加え る こと は あり ませ | た く 間 題 あ り ま せん 。 
(① 内 部 被ばく の 防止 要 で ある と 考え ます 。( 昨 年 | が ある の で 注意 し まし ょ | ん 。 
と 同じ ) う 。 
⑫) 外部 被ばく の 防止 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 放射 線 被ばく 防護 を 念頭 | 特に あり ませ ん 。 昨年 度 ま で の 指摘 事項 に | 特に 気 に す る レベ ル で は | 特に あり ませ ん 。 
に 置い た 特段 の 措置 は 不 必 付け 加え る こと は あり ませ | あり ませ ん 。 
要 で ある と 考え ます 。 (昨年 ん 。 
と 同じ ) 
(3) その 他 の 助言 岩手 県 民 の 健康 指標 は 決 | 特に あり ませ ん 。 喫煙 、 過 度 の 飲酒 、 過 食 、 人 は 1 年 間 に 1.5 mSv 前 | 特に あり ませ ん 。 放射 能 の リス ク に と ら わ | 特に あり ませ ん 。 
し て 良好 と は 言え ませ ん 。 偏っ た 栄養 な ど を 必 け て 適 | 後 の 自然 放射 線 被 蝶 を 受け れる こと な く 、 食 を 含め て 
放射 線 以 外 の 疾病 リス ク に 度 な 運動 を する な ど 、 一 般 | て いま す が , 住ん で る 場所 , 健康 で 規則 正しい 生活 に 努 
も 留意 し まし ょ 2 う 。 に 健康 に 良い と いわ れる 生 | 生活 スタ イル や 食べ物 に よ め る こと が 一 番 だ と 思い ま 
活 習 慣 、 食 習慣 を 守る こと | っ て 個人 差 が あり ます 。 今 す (昨年 と 同じ ) 
に 留意 し て くだ さい 。 (昨年 | 回 の 調査 で 原発 事故 由来 の 
と 同じ ) 内 部 被 蝶 が 0.01mSv 未満 で 
ある こと が 明らか に な り ま 
し た が , これ は 自然 放射 搬 
被 蝶 の 個人 差 よ り も は る か 
に 小さ な 値 で す 。 
4 その 他 特に あり ませ ん 。 特に あり ませ ん 。 放射 線 内 部 被ばく 健康 影 | 特に あり ませ ん 。 内 部 被ばく 線量 NM 特に あり ませ ん 。 良い 調 | 特に あり ませ ん 。 
獄 調 査 の 目的 は 十分 に 達成 で す が 、 検 出 限界 以下 に な | 査 で あっ た と 思い ます 。 
され た と 考え ます 。 ら な く て 不安 に 』 人 























合 は 、 その 解消 の た め に 食 
事 に つい て アド バイ ス す る 
こと も 必要 と 考え ます 。 



































